
　　　第３期行財政改革プログラム　個別取組工程表

局 部 課

Ｒ１

〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成Ｈ３０の達成度

Ｒ１の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ１の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成
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Ｈ３０

Ｒ１

　ケアマネジャー及び居宅サービス事業所に対して、リハビリ専門職等が自立につながる助言を行う会議を
開催し、要支援者の状態改善を推進します。

Ｈ３０

Ｒ２

会議に参加した累計事業所数の対象事業者数に対する割合　６１．０２％

会議に参加した累計事業所数の対象事業者数に対する割合　７５．００％

Ｒ２

会議に参加した累計事業所数の対象事業所数に対する割合　６０％

会議に参加した累計事業所数の対象事業所数に対する割合　８０％

会議に参加した累計事業所数の対象事業所数に対する割合　９５％
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取組番号

所管 健康福祉 長寿社会 長寿支援

1-4-5 取組項目名 要支援者の自立支援の推進

会議に参加した累計事業所数の対象事業者数に対する割合　７７．００％

実績

行革効果額
の見込み
及び実績

平成３０年度

10 百万円 百万円

Ｒ２の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

Ｈ３０～Ｒ２の達成度 c 〔基準〕 a：上回って（前倒しで）達成  b：達成  ｃ：概ね達成  ｄ：未達成

令和元年度 令和２年度

16 百万円 33 百万円 52 百万円見込み
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改善
策

感染対策を徹底し、最少人数で会議を開催、または書面開催やオンラインでの開催をすることで、開催中
止にならないよう工夫する。

　コロナ禍により、会議の開催が半分になったことと、会議の実施方法を変更しリハビリ専門職によるアセス
メント訪問を導入したことで、対象ケース数も下がっていることが実績が伸びなかった要因と考える。

備考

15 百万円 -

〔基準〕 Ｓ：優良　Ａ：良好　Ｂ：普通　Ｃ：不良


